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2020 年シーズンにおける国内一流女子 100m ハードルのレース分析結果
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1．はじめに

　2020 年は，新型コロナウィルス（COVID-19）感

染症拡大の影響により，シーズン前半の競技会が中

止，または延期を余儀なくされた． 今シーズン最

初の女子 100m ハードル（本連盟主催競技会）は，

8 月 23 日（日）のセイコーゴールデングランプリ

2020 東京において実施されたが，これを皮切りに

して，延期された競技会を含むいくつかの競技会が

開催された．そのような状況下にあって，今シーズ

ン国内主要競技会に出場した女子 100m ハードル選

手のレース分析結果は，各選手それぞれの取り組み

を振り返ったり，今後のトレーニングに利用したり

する際の資料となる可能性がある．

　本稿では，2020 年シーズンに開催された主要競

技会における女子 100m ハードルのレース分析結果

を提示し，競技パフォーマンスを評価するための資

料を提供しようとした．

2．方法

2-1．分析対象選手，および対象競技会

　分析の対象は，国内の女子 100mH 選手のべ 47 名

であった．対象選手たちが出場した以下の 7大会を

分析対象競技会とした．

①セイコーゴールデングランプリ陸上 2020 東京

（8 月 23 日，国立競技場・東京）

② Athlete Night Games in ＦＵＫＵＩ（8 月 29 日，

9.98 スタジアム・福井）

③富士北麓ワールドトライアル 2020（9 月 6 日，

富士北麓公園・山梨）

④第 68 回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会

（9 月 20 日，熊谷スポーツ文化公園・埼玉）

⑤第 104 回日本陸上競技選手権大会（10 月 3 日，

デンカビッグスワン・新潟）

⑥第 7 回木南道孝記念陸上競技大会（10 月 24 日，

ヤンマースタジアム長居・大阪）

2-2．測定方法，および分析項目

　レース分析のためのビデオ撮影は，観客席スタン

ドに設置した複数台のデジタルビデオカメラを用い

て行った（239.7fps）．スタートピストルの閃光を

映した後，各選手のハードリングの踏切脚とハード

リング後の最初の着地（以下，「タッチダウン」と

する）が確認できるよう，追従撮影した．

撮影した映像を基に，スタートピストルの閃光から

ハードルの踏切，およびタッチダウンの時間を読み

取り，各測定区間に要した時間を求めた．ハードル

における測定区間は以下のように定義した．すなわ

ち，アプローチとはスタートから 1台目のタッチダ

ウンまでとした．1-2 区間は 1 台目のタッチダウン

から 2 台目のタッチダウンまで，2-3 区間は 2 台目

のタッチダウンから 3 台目のタッチダウンとして，

以降 9-10 区間まで同様に定義した．ランインは 10

台目のタッチダウンからフィニッシュまでとした．

各区間の平均疾走速度（以下，「走速度」とする）は，

各区間距離を区間の時間で除すことにより求めた．

また，ハードリングタイムは，各ハードリングの踏

切脚が接地した瞬間からハードリング後のリード脚

が接地する瞬間までの時間とした．インターバルラ

ンタイムは，タッチダウンから次のハードリング踏

切脚が接地する瞬間までの時間とした．

3．結果と考察

　各レースにおけるタッチダウンタイム，区間タイ

ム，インターバルランタイム，ハードリングタイム，

および走速度の分析結果を表 1 から表 6 に示した．

また，各レースのアプローチとランインを除く区間

の疾走速度の変化，インターバルランニングタイム

の変化，およびハードリングタイムの変化を図 1か

ら図 6にそれぞれ示した． 
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　概ねどの選手もスタート後に走速度が高まり，

レース序盤から中盤にかけて最高走速度が出現し

た．最高走速度が出現した後，その速度が低下しな

がらフィニッシュするように変化した．

　記録のいい選手ほどレース序盤から中盤にかけて

走速度が増加し，終盤にやや低下するパターンを示

す．また，記録のいい選手はレース中の最高走速度

が高いこと，さらにその走速度をできるだけ維持し

ていることも報告されている（森田ほか，1994；川

上ほか，2004；杉浦ほか，2006，柴山ほか，2010；

杉本ほか，2012；貴嶋ほか，2016）．今報告におけ

る分析対象者においても，レース中の走速度の変化

のしかたはこれまでの報告と同様であった． 
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図 1．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 1．2020.08.23_GGP 東京 _女子 100mH　決勝　レース分析結果
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図 2．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 2．2020.08.29_ アスリートナイトゲームズ福井 2020_ 女子 100mH　決勝レース分析結果
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図 3．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 3．2020.09.06_ 富士北麓 WT_ 女子 100mH　決勝レース分析結果
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図 4．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 4．2020.09.20_ 全日本実業団 _女子 100mH　決勝レース分析結果
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図 5．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 5．2020.10.03_ 日本選手権 _女子 100mH　決勝レース分析結果
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図 6．疾走速度（上），インターバルランニングタイム（中），ハードリングタイム（下）

表 6．2020.10.24_ 木南記念 _女子 100mH　決勝レース分析結果


